
原
子
放
射
線
の
影
響
に
関
す

る
国
連
科
学
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）
は
、
２
０
２
１
年

３
月
に
東
電
福
島
原
発
事
故
の

健
康
影
響
に
関
す
る
報
告
書

（
福
島
報
告
書
）
の
先
行
版
を
、 

２
０
２
２
年
３
月
に
日
本
語
と

英
語
で
確
定
版
を
公
表
。
そ
の

後
、
根
拠
を
ま
と
め
た
附
属
書

（
英
語
）
を
５
月
ま
で
に
公
表

し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
先
行
版
公

開
時
に
は
や
ば
や
と
「
放
射
線

に
よ
る
被
曝
影
響
は
み
ら
れ
な

い
と
予
測
す
る
」
と
の
日
本
語

版
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
沿
っ
た

報
道
が
な
さ
れ
、
小
児
甲
状
腺

が
ん
の
被
曝
起
因
を
否
定
す
る

論
者
や
政
府
関
係
者
ら
か
ら

は
「
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
報
告
を

み
よ
」
と
権
威
の
源
と
さ
れ
て

い
る
。

２
０
２
２
年
７
月
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
委
員
が
来
日
し
て
開

催
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
対
話
集
会
）
を
前

に
、
報
告
書
に
疑
問
を
持
つ
メ

ン
バ
ー
が
呼
び
か
け
て
「
Ｕ
Ｎ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
２
０
２
０
／
２
１ 

報
告
書
検
証
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
イ
ト
」https://w

w
w
.

u
n
scear2020rep

ort-
verification.net/

を
立
ち
上

げ
、
公
開
質
問
状
を
送
付
す
る

と
と
も
に
、
東
工
大
（
19
日
）、

い
わ
き
市
（
21
日
）
で
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
で
討
論
を
重
ね
て

き
た
。

被
曝
起
因
性
否
定
の��

�
根
拠
に
誤
り

今
回
重
視
し
た
質
問

論
点
の
一
つ
が
、「
日

本
人
は
伝
統
的
に
ヨ
ウ

素
を
多
く
含
む
食
事
を

し
て
お
り
、
１
日
に
数

万
µg
の
安
定
ヨ
ウ
素
を

含
み
、
世
界
平
均
よ
り

約
２
桁
大
き
い
」（
報

告
書
パ
ラ
グ
ラ
フ
１
４

８
）
と
し
て
、
ヨ
ウ
素

被
曝
の
係
数
を
半
分
に

し
た
計
算
の
根
拠
の
誤

り
で
あ
っ
た
。
引
用

文
献
を
検
討
し
て
も
、

「
世
界
平
均
よ
り
約
２

桁
大
き
い
」
と
す
る
根

拠
は
な
い
（
図
参
照
）。

反
対
に
、
最
近
の
ヨ

ウ
素
摂
取
の
研
究
で
日

本
人
児
童
の
摂
取
量
が

「
標
準
」
範
囲
で
あ
る

事
実
も
、
福
島
「
県
民

健
康
調
査
」
で
報
告
さ
れ
て
い

る
実
測
値
が
そ
れ
と
同
等
だ
と

い
う
事
実
も
、
な
ぜ
か
、
Ｕ
Ｎ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
報
告
書
に
は
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
の
だ
。
い
わ

き
会
場
で
の
回
答
は
、「
鈴
木

元
博
士
か
ら
代
謝
モ
デ
ル
の
説

明
を
受
け
た
」（
バ
ロ
ノ
フ
委

員
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
も��

�
し
て
な
い
？

ほ
か
の
質
問
論
点
に
関
し
て

も
、
日
本
側
か
ら
提
供
さ
れ
た

情
報
を
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
報
告
書
に
盛
り

込
ん
で
い
る
ら
し
い
と
わ
か
る

回
答
だ
っ
た
。
ヨ
ウ
素
代
謝
モ

デ
ル
だ
け
で
な
く
、
気
象
モ
デ

ル
を
誤
用
し
た
被
曝
量
の
推
定

値
も
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る

と
の
指
摘
に
対
し
て
は
、「
気

象
モ
デ
ル
は
専
門
が
異
な
る

が
、
東
大
や
原
研
の
賢
そ
う
な

研
究
者
か
ら
説
明
を
受
け
て
い

る
」
な
ど
と
バ
ロ
ノ
フ
委
員
が

回
答
。

独
立
性
に
欠
け
た�

�
�

報
告
書

ま
た
、
日
本
側
情
報
提
供
者

と
し
て
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る

明
石
眞
言
氏
（
元
「
県
民
健
康

調
査
」
検
討
委
員
）
や
鈴
木
元

氏
（「
県
民
健
康
調
査
」
甲
状

腺
検
査
評
価
部
会
長
）
が
長
崎

被
爆
体
験
者
訴
訟
の
政
府
側
証

人
で
あ
る
の
を
ご
存
知
か
、
Ｕ

Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
「
独
立
」
と

は
被
害
者
か
ら
の
独
立
な
の
か

と
問
え
ば
、「
知
ら
な
か
っ
た
」

と
驚
き
、「
日
本
側
の
問
題
だ
」

と
提
起
し
て
返
し
た
の
が
ハ
ー

ス
前
議
長
。
日
本
側
情
報
提
供

の
偏
り
や
誤
り
を
チ
ェ
ッ
ク
せ

ず
に
ま
と
め
た
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｒ
委
員
た
ち
の
発
言
は
率
直

だ
っ
た
。

報
告
書
作
成
の
た
め
の
資
金

と
し
て
日
本
の
外
務
省
が
７
０

０
０
万
円
を
拠
出
、
情
報
提
供

を
す
る
日
本
側
研
究
者
の
た
め

の
研
究
費
は
環
境
省
が
放
射
線

の
健
康
影
響
に
係
わ
る
研
究
調

査
事
業
の
枠
を
も
う
け
、
鈴
木

元
氏
を
代
表
者
と
す
る
包
括
研

究
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
福
島
報

告
書
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
期
待
に

応
え
た
内
容
で
あ
る
こ
と
は
確

実
だ
が
、
利
益
相
反
の
影
響
は

大
き
く
、
科
学
的
に
は
信
頼
し

よ
う
が
な
い
。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その74

シリーズ

林

　
　衛
（
富
山
大
学
学
術
研
究
部
教
育
学
系
准
教
授
）

国
連
科
学
委
員
会

福
島
報
告
書
は
信
頼
で
き
な
い

（
U
N
S
C
E
A
R
）

第32回 反核医師のつどい in 兵庫

非核「神戸方式」を世界へ
非核「神戸方式」とは…1975年の神戸市議会による核兵
器積載艦艇の神戸港入港拒否決議にもとづいて、神戸港の
管理者・神戸市長が「核兵器を積んでいない」証明書（非
核証明書）の提出を軍艦に義務づけた方式。47年間、核保
有国フランスを含めて8カ国20隻の軍艦が非核証明書を提
出しましたが、米軍艦は一隻も入港していません。

第32回 核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める
医師・医学者のつどい実行委員会

核戦争を防止する石川医師の会
電話 076-222-5373・FAX 076-231-5156

金沢サテライト
会場主催

反核医師のつどい
in 兵庫主催

参 加 費
医師・歯科医師 5,000 円
医療関係者 2,000 円
医歯学生・看護学生 1,000 円
一般 無料

土9.24
2022年

【定員】50人　【申込み】同封のチラシ参照
新館5階　第12研修室
石川県地場産業振興センター

国連核兵器廃絶デー記念企画＠金沢サテライト会場

 14：30～ 開会
 14：40～ ウクライナ危機から見る「核抑止力論」と「NPT体制」の問題点 －今こそ核兵器禁止条約を全世界に
  講師：スージー・スナイダー氏（ICAN「核兵器廃絶国際キャンペーン」）
  報告：松井和夫氏（近畿反核医師懇談会「核兵器に投融資をするな」“DBOB”キャンペーン事務局長）
 16：50～ 「核共有」「核武装」「憲法9条改憲」で日本を守ることができるのか
  －非現実的な「現実主義者」たちの主張　講師：安斎育郎氏（立命館大学名誉教授）
 18：00～19：00頃 非核「神戸方式」を全世界に　講師：梶本修史氏（兵庫県原水協事務局長）

福島「県民健康調査」実測値は
大多数が200前後であり，
前スライド本行資料と同等

県民健康調査「甲状腺検査（先行検査）」結果概要【平成28年度追補版】から
尿の1日平均量は1リットル前後（10歳児で0.8、成人で1～1.5リットル程度）

・ UNSCEARは，福島報告書作成にあたり，福島の実態をふまえ
ていなかった。 

・ その代わり，小規模なヨウ素代謝の実験結果をもとにした，「県
民健康調査」甲状腺検査評価部会長の鈴木元氏包括研究プレ
ゼンがヨウ素被曝の係数を半分にする根拠とされたのもわ
かった。 

・ 日本側は，鈴木氏もUNSCEAR日本代表でもあった明石氏も，
「県民健康調査」実測値を情報提供していなかったのだ。

表7.尿中ヨウ素データ （μg/day）

悪性ないし、悪性疑い 116人
その他 1,969人

42
24

最小値
129.5

119

25%値
216
195

中央値
369.8

364

75%値
6,020

35,700

最大値
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